
電気ショック後は必要に応じて心肺蘇生を行います。
胸骨圧迫のタイミングを示すビープ音と共に、CPRランプが1分間に110回※1のテンポで点滅します。
また次の心電図解析までの残り時間を音声でお知らせします※2。

電源 ONは電源スイッチをスライドし、カートリッジカバーを開くだけです。
起動後は音声案内と進捗を表すランプ、操作手順を示すイラストで
どなたでも簡単に使用できるよう設計されています。

※1 JRC（日本蘇生協議会）蘇生ガイドライン準拠。ガイドラインでは胸骨圧迫のテンポを 1分間に100 回から 120 回と規定しています。
※2 心電図解析は 2分毎に行われます。
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私たちは約40年以上にわたり

不整脈医療機器の取扱企業として、

心臓ペースメーカをはじめとする

多くの医療機器を通じて

心臓病の治療に携わって参りました。

かけがえのない “いのち” を守るため、

これまで培った知識・経験を基に

使いやすさを重視したAEDを開発いたしました。
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